










学 位 の 種 類

















論 医 博 第 640号
昭 和 51年 3 月 23日
学 位 規 則 第 5 粂 第 2 項 該 当
甲状腺の自己免疫機序に関する臨床的研究
(主 査)
論文調査委員 教 授 村 地 孝 教 授 翠 川 修 教 授 鳥 塚 莞 爾






抗体 (anti-Tg)が存在する場合には Tgは測定出来ない｡ しかしながら自己免疫的甲状腺疾患である橋
本病,バセドウ病患者では大半が anti-Tgを有しており,Tgを抗原として考察する上ではこれらの疾
患時の Tg濃度の測定がより大きな意義があると考えられる｡ この目的のため著者は plaoticmicrotiter
plateを用いた直接法による固相法 RIAを開発した｡即ちプラスチック表面に非特異的に結合せしめた
抗体 (固相)に第1段階として非標識 Tg(標準 Tgまたは被検血清)を結合させ,第2段階ではこれに
標識した精製 antLTgを結合させて,Tg量に相応した放射能量を得ることにより Tg量を測定する方























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
甲状腺疾患の自己免疫機序の解明を目的として,各種甲状腺疾患者の血中 thyroglobulin(Tg)の測定
および agarosepiate法による白血球遊走阻止試験 (LMT)を行った｡Tgの測定は従来の二抗体 radio-
immunoassay(RIA)では患者血中に抗 Tg抗体のある場合は測定不能であり,抗 Tg精製を行って,
直接法による固相法 RIAを開発した｡本法の最少検出濃度は 4ng/mlであり,健常人では60%に測定さ
れ,0-90ng/mlに分布し,橋本病,バセドウ病では抗 Tg抗体陰性者では低値から高値に分布し,玩
Tg抗体高値のものでは低い傾向がみられた｡またバセドウ病の血中 Tgと甲状腺ホルモンには一定の関
係はみられなかった｡LMTは抗原として, 甲状腺粗抽出液,精製 Tgmicrosome分画を用いて,橋本
柄,バセドウ病において行ったが,migrationinhibitionfactor(MIF)を認め,甲状腺抗原に対する細胞
性免疫の成立を認めた｡MIF と甲状腺組織のリンパ球浸潤度との間に相関を認め未治療で罷病期間が2
年以内のものに多く検出され,血中抗体とは逆相関がみられた｡
以上の研究は甲状腺自己免疫機序の解明に貢献する処が多い｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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